国民国家形成の各国比較　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　近代以前の東南アジア　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　
【東南アジアと海のシルクロード】
●東南アジアの自然環境と基層文化
・自然環境：熱帯・亜熱帯のモンスーン帯に位置
　・生業：前3000年紀まで…根栽農耕（タロイモ，バナナなど）
　　　　　前2000年紀…稲作が中国から大陸部に伝わる
　　　　　→前1000年紀には諸島部に伝わる
・ドンソン文化：前1000年紀後半，北部ベトナムを中心に青銅器・鉄器文化が発展　→銅鼓が各地へ輸出
　・〔①　海のシルクロード　〕（海の道）…東西の海上交易路，季節風（モンスーン）航海の確立
　　→東西交易の重要拠点として〔②　港市国家　〕が誕生
　　→香薬（香辛料・香料）・象牙・真珠・錫などを供給

Q1. 大陸部にはどのような国家がうまれたのだろうか。







【大陸部の諸国家】
●ベトナム中南部
・林邑（192～19世紀）…南シナ海で交易ネットワーク拡大
　→中国文化摂取からインド文化に方向転換
・〔③　チャンパー　〕…林邑が国名をインド風に変更
　→中継港として繁栄し，15世紀に最盛期を迎える
　→以降，南進する大越に圧迫される
●ベトナム北部
　・ドンソン文化期以降，長期間にわたり中国の支配
　・大越…中国の支配から独立（10世紀後半）
　　→〔④　李朝　〕（1009～1225）：最初の長期王朝，宋から儒教や仏教をとりいれ中国化　　
　　→陳朝（1225～1400）：科挙制度の定着，独自の文字〔⑤　チューノム　〕（字喃）の作成
　・15世紀はじめ，大越は明に併合される→黎朝のもとで独立回復
　・黎朝（1428～1527，1532～1789）
　　…儒教・律令制などにもとづく中国的な官僚国家体制，南進してチャンパーを圧迫
　・北部で鄭氏が黎朝の実権を握り，中部の阮氏と対立
　　→〔⑥　西山（タイソン）の反乱　〕で鄭氏・阮氏政権は滅亡
●カンボジア
　・〔⑦　扶南　〕（1～7世紀）…メコン川下流に成立，広範な交易網
　　→外港オケオからローマ金貨や中国の鏡が出土
　・〔⑧　真臘　〕（6～15世紀）…クメール人が建国，扶南を併合
　　→南北に分裂（8世紀初頭）
→クメール王国（アンコール朝）により再統一（9世紀）　
　・クメール王国（アンコール朝，802～1431）
　　…〔⑨　アンコール=ワット　〕などのヒンドゥー教・大乗仏教の寺院を多数建立
　　…都城アンコール=トム建設
　　→15世紀，アユタヤ朝の支配下に置かれる
　・クメール王国衰退後，メコン川で河川貿易に基盤を置く諸王朝が盛衰
●タイ
　・〔⑩　ドヴァーラヴァティー　〕（6～11/13世紀）…モン人が建国，13世紀にタイ人に滅ぼされる
　・クメール王国の支配下
→内陸交易路を支配したタイ人国家が多数建設
　　→スコータイ朝（1257ごろ～1438）…上座仏教の仏寺・仏塔が多数残される
　・〔⑪　アユタヤ朝　〕（1351～1767）…港市国家として強大化
　　…クメール王国を圧迫，スコータイ朝など北方の諸国を征服
　　→最盛期（17世紀）…日本から西ヨーロッパに及ぶ諸国と外交・交易関係をもつ
　・〔⑫　ラタナコーシン朝　〕（バンコク朝，1782～現在）…アユタヤ朝滅亡後に成立
●ビルマ（ミャンマー）
　・ピューの都市国家群が繁栄（5～9世紀）→南詔の侵略をうけて衰退
　・〔⑬　パガン朝　〕（1044～1299）：ビルマ人が建国
　　…ベンガル湾と雲南を結ぶ交易で繁栄，多数の仏教寺院を建立
　　→元の侵攻（1287）を機に衰退

　・タウングー朝（1531～1752）…稲作地帯の中央平原を掌握，パガン朝滅亡後の分裂状態を統一
　・〔⑭　コンバウン朝　〕（1752～1885）…中央平原を再開発
　　→清の侵攻を撃退，アユタヤ朝を滅ぼす
●ラオス
　・メコン川中流域の交易を基盤に国家成立（14世紀）
→3王国に分裂（18世紀はじめ）

[bookmark: _Hlk190784478]【大陸部の文化】
●インド文化の受容（4世紀頃～）…サンスクリット語，ヒンドゥー教，大乗仏教などが浸透
　→諸島部を含む各地で「インド化」がすすむ
●上座仏教…スリランカから大陸部に伝わる（12世紀頃～）
　→日常生活で精霊信仰と共存，王室儀礼ではヒンドゥー教の要素を残す
●中国文化の受容…主にベトナムで儒教や科挙が導入

Q2. 諸島部の国家は，交易を通じてどのような社会を形成し，変容させていったのだろうか。
 





【諸島部の諸国家】
●マレー半島・スマトラ島（マラッカ海峡一帯）
　・〔⑮　シュリーヴィジャヤ　〕：スマトラ島のパレンバンを中心
　　→港市国家を従える交易帝国として繁栄，大乗仏教教学の中心地
　・ジャーヴァカとよばれる多数の港市国家が繁栄（10～14世紀）
　　→中国，インド，西アジアの諸国と活発に交易
　・13世紀末，スマトラ島北部でイスラーム化がはじまる
　・〔⑯　マラッカ　〕（14世紀末～1511）→イスラーム化して西方のイスラーム商業勢力と結ぶ
　　→琉球，インド，西アジア諸国の商人が集まる世界有数の交易港に発展
　・〔⑰　ポルトガル　〕が〔⑯〕を占領（1511年）→アチェ・バンテンなどのイスラーム港市国家と争う
●ジャワ島・東部諸島
　・シャイレーンドラ朝…8世紀に成立，諸島部に君臨
　　→大乗仏教を信奉し，〔⑳　ボロブドゥール　〕寺院を造営
　・〔⑲　クディリ朝　〕以降…農業的基盤をもつ港市国家が繁栄
　・シンガサリ朝・マジャパヒト朝期…ヒンドゥー教・大乗仏教が栄える
　　→独自のジャワ文化形成…ワヤン（影絵人形劇）など
　・マジャパヒト朝衰退（16世紀はじめ）
　・イスラーム港市国家台頭（15世紀後半）…バンテンなど
　・〔⑳　マタラム　〕（1578～1755）…イスラーム国家，農業生産力を背景に発展
　・オランダ東インド会社…海域アジアに進出
　　→〔㉑　バタヴィア　〕を根拠地とする（16世紀末）
　　→バンテン征服→諸島部海域での優位確立(17世紀後半)

＜全体の主題の問い＞東南アジアの諸国家はインドや中国，ヨーロッパといった外部勢力からどのような影響を受け，独自の国家体制や文化を形成していったのだろうか。







＜Try＞大陸部と諸島部の諸国家では，権力の基盤や国家形成にどのような違いがあるか。具体的な王朝をあげて説明してみよう。







